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1) 鋼製エレメントとコンクリートの境界条件に着目して FEM 解析を行った結果，引張側および圧縮側鋼板と
コンクリートとの境界は圧縮力のみを伝える条件とし，せん断補強鋼板とコンクリートとの境界は接着とするこ
とで精度良く試験結果を再現できた． 
2) この条件の下，ボックスカルバート構造の FEM 解析を行った結果，既往の研究に見られるようなひび割れ
や耐荷機構が再現できたことから，ボックスカルバート構造に対するFEM解析の結果は妥当であると判断した． 
3) 曲げ変形算定モデルを用いて部材の非線形性をモデル化し，骨組解析を行った結果，FEM 解析との整合性
は高く，提案したモデルはラーメン構造となるボックスカルバートに対しても精度良く変形挙動を再現できるこ
とを確認した． 
4) 現行の耐震設計法への適用に際し適用範囲を次のようにまとめた．解析法は，静的非線形骨組解析による応
答変位法とし，振動モードが複雑な構造形式は対象外とした．また，部材の寸法は部材高が 850mm～1000mm
程度とし，部材高に対するせん断補強鋼板の比を 2.6以下とした．さらに，部材の変形角の上限を 1/30radとし
た． 
 第6章では，分離型モデルによる応答変位法を用いた耐震設計計算例をまとめた． 
 第7章では，本研究を総括した． 
 
 以上，本研究の成果により，噛み合わせ継手を有する鋼コンクリートサンドイッチ構造に対して，応答変位法
を用いた耐震設計を可能とした． 
